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会場アクセス
現地：釜石市民ホールTETTO ホールA

岩手県釜石市大町１-1-9

オンライン：Youtubeライブ配信予定

パネルディスカッションテーマ

▷ 東日本大震災から10年を迎え、伝承・教育の進歩と課題を
振り返る。
▷ これからの10年の災害伝承・防災教育の在り方を考える。
▷地震保険などによる備えの重要性を考える。

参加申込方法・お問合わせ先

「東日本大震災、これまでの10年、これからの10年～伝承･教育の未来～」事務局
  Tel. 03-5213-5201 （平日 10：00～17：00）
Mail: tenyears_densho@mxtv.co.jp

※イベント開催に当たっては、新型コロナウイルス感染リスクに十分配慮し、感染対策を講じます。
※感染拡大の状況によって、オンライン開催のみとさせていただく場合があります。予めご了承ください。

日　時

2021年11月7日（日）
12：30～14：00 （受付開始予定 12：00）

東日本大震災時に河北新報社
報道部長。その後、編集局次
長などを経て2016年４月新
設の「防災・教育室」室長に就
任。震災伝承と防災啓発のプ
ロジェクトに取り組む。定年退
職を機に、宮城教育大学の新
設組織「311いのちを守る教
育研修機構」担当の特任教授
に着任。震災伝承連携組織
「3.11メモリアルネットワーク
」代表も務める。

神戸大学大学院国際協力研究
科後期博士課程修了 学術博
士（国際教育開発）。経団連事
務局などを経て開発コンサル
タントとして海外での教育開
発プロジェクトに従事。東日本
大震災で国際NGOにて復興
支援事業に参加以降、国内外
の被災地の教育復興・学校防
災に関する実践研究に取組
む。石巻市学校防災推進会議
委員。

岩手県釜石市橋野町出身・在
住。釜石東中学校3年生の時
に東日本大震災が発災、隣接
する小学校の児童とともに避
難する。その経験をもとに、
2019年4月より「いのちをつ
なぐ未来館」職員として語り
部・ガイドを行う。2021年5月
より、誰でもわかる・取り組む
ことができる防災教育の推進
を目指し、株式会社8kurasu
を設立。

１９６９年生まれ、静岡県出身、
三井住友海上火災保険株式会
社岩手支店長、１９９２年入社。
静岡支店、千葉自動車営業部、
京都法人部、営業企画部、仙台
支店、九州本部を経て現職。

岩手県宮古市出身。2011年
IBC岩手放送入社。入社前の
研修期間中に東日本大震災が
発生。入社後は被災地の放送
局員として、復興のあゆみや
地域が抱える課題を取材。
「IBCニュースエコー」「わが町
バンザイ！」などを担当。

東日本大震災後、手作り絵本
を制作。学校、公民館で読み聞
かせを開始。2014年、絵本「ふ
ろしきづつみ」「浜の命」発刊。
2015年「吉浜教えの里プロジ
ェクト」立ち上げ、自称「日本一
小っちゃな本屋さん」を開店。
2016年、震災学習テキスト「吉
浜のつなみ石」発刊。ライフワ
ークは吉浜地区のガイド、震災
絵本の読み聞かせなど。

防災推進国民大会2021 セッション

東日本大震災、これまでの10年、
これからの10年～伝承･教育の未来～
東日本大震災による被害、避難、復旧への記憶や、
ノウハウを伝承や教育によって、確実に次の世代へ
つないでいかなければならない。
東日本大震災から10年経った今、伝承と教育について、
現状と課題そして今後について、改めて考える機会とする。
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協力：株式会社IBC岩手放送
　　　東京メトロポリタンテレビジョン株式会社

主催：

 

以下の参加応募ページからご予約ください。

https://s.mxtv.jp/10years_densho/
お申込みフォームはこちらのQRコードからもアクセス可能です。
※オンライン参加の場合も事前にURLをお送りしますのでご予約ください。


